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累計出荷台数 １億台達成
・ECHONET対応機器は累計1億台突破
（2020年度実績集計）
・機器オブジェクト数 117機種
・AIF認証数の順調に推移

スマートメータ

エアコン

ECHONETの普及状況
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ECHONET Lite AIF認証における通信方式状況
• AIF認証を取得した機器において、Wi-SUNは現状ほぼスマートメータとこれを受けるコントローラのみの対応となっています。
• スマートメーター以外の機器は、Wi-FiまたはEtherの搭載となっています。（AIF認証件数ベースでの集計）
• 近年ではWi-Fi内蔵機種がルームエアコン中心に出荷されています。（ECHONET対応機器出荷調査ベースの集計）
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Bルート通信

サービス事業者がECHONET Lite機器
を使いやすくするために、WebAPIガイドラ
インを策定。
・クラウド上でマルチベンダー対応実現
・IoT機器もまとめて制御
・機器のふるまいを吸収する事が可能

ECHONET Lite Bルート
・ECHONET以外の機器も含め
宅内機器の大半はWi-Fiおよび
Ether対応
Wi-SUNはスマートメータの対応
のみとなっているのが現状。

ECHONET対応機器増
・スマートメータとエアコンを中心に、
累計1億台を突破。
・エアコンではWi-Fi内蔵機種も増加

出力
制御等

エッジ領域

Web領域

全体アーキテクチャ

ECHONET2.0の検討（ホームIoTのアーキテクチャ）

3



家庭・中小ビル・店舗向け等、広範囲な機器に対応

• 110種類以上の各種機器の詳細な制御コマンド（機器オブジェクト）を規定
• 機器をよく知る「開発者」がECHONETアプリケーションを実行するために

制御コマンドを定義
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ECHONET機器オブジェクトの追加アクション
エコーネットコンソーシアムでは、VPPサービス事業拡大のため、スマートメータやエネルギー
リソース機器における、必要な機器オブジェクト定義の改定を、随時進めてまいります。
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